
体験活動が

生きる力を
はぐくむ!

　全国の小学生，中学生，高校生約３万人を対象に調査した

ところ，「チョウやトンボ，バッタなどの昆虫をつかまえたこと」

や「太陽が昇るところを見たこと」といった「自然体験」が多い

ほど，「バスや電車で体の不自由な人やお年寄りに席をゆずる

こと」や「友達が悪いことをしていたら，やめさせること」と

いった「道徳観・正義感」が身に付いているという結果が出て

います。

自然体験の多い青少年は，
道徳観・正義感が身に付いている

　青少年の問題として，主体性がなく受身であることや学習

意欲が低下していることが挙げられ，青少年の意欲を高める

方策が求められています。そこで，体験活動と自立に関する

意識の関係について，全国の小学生，中学生，高校生約２万

人を対象に調査したところ，「自然体験活動を多くしている青

少年ほど，自立している青少年が多い」という結果が明らかに

なりました。

自然体験を多くしている
青少年ほど，自立している

　東京都品川区，同日野市，岐阜県美濃市，同笠松町の小学

生，中学生，高校生約1,400人を対象に調査したところ，「自

然にふれる体験をすると，勉強をやる気になる児童・生徒は

多い」という結果がでています。

自然体験をすると，
学習意欲が高まる

長期集団
宿泊活動の
すすめ
　学校を離れて行う「集団宿泊活動」は，通常の学校生活では

行うことができない自然体験や交流体験など，様々な体験活

動ができます。

　「小学校学習指導要領解説　特別活動編」では，「望ましい

人間関係を築く態度の形成などの教育的な意義が一層深まる

とともに，高い教育効果が期待されることなどから，学校の

実態や児童の発達の段階を考慮しつつ，一定期間（例えば1週

間（5日間）程度）にわたって行うことが望まれる。」と長期の集

団宿泊活動の推進を提示しています。

「早寝早起き朝ごはん」による基本的生活習慣
　集団宿泊活動では，起床・就寝時刻が一定です。そして，

朝・昼・晩と，三食しっかりと食事を摂ります。こうした規則

正しい生活を送ることで生活リズムが身に付きます。

「集団宿泊活動」で身に付ける
生活リズムやルール・マナー

地域で
支援する
長期集団宿泊活動

　国立妙高青少年自然の家では，同所を利用した小学校の教

員に調査したところ，約7割の教員が，「長期集団宿泊活動を

実施したいが，困難」と回答しています。

　その理由として，「教員の負担」が一番多く，次いで，「授業

時間数の不足」，「健康安全面が心配」，「金銭面での負担」など

を挙げています。　

「実施したいが困難」
─「長期集団宿泊活動」を推進する課題─

　「教員の負担」を軽減するためには，地域の方々の協力が必要

です。既に，東京都江戸川区や武蔵野市，兵庫県など「長期集

団宿泊活動」を実施している地域では，地域の方々や大学生等

が教員を補助する活動を行っています。地域の方 に々お願いす

れば，先生方の安心感も高まります。

地域のみなさんが，
「長期集団宿泊活動」を支援する

Q：集団宿泊活動を実施する際の課題は何ですか。
A：�プログラム立案は教員が行うが，相当の負担になっています。また，
活動中は担任を補助し，生活面を指導する者が必要で，現在は，

学校ごとに教育実習を行った学生等に依頼するか，区で手配を

行っています。

Q：指導者にはどんな方がよいですか。
A：�学校出発から帰着まで同行できる方，児童との関係づくりという
ことからすると近隣の方が望ましいです。人物の保証が第一で

すから，その点でも地域の方にご協力いただけると助かります。

「江戸川区の小学校長のインタビューより」

指導者や指導を補助する者の役割
　皆さんの知識や技術によって，役割は異なります。例えば，

「野外炊事の指導ができる」とか，「木の実を使った工作の指導

ができる」といった方は，実際に指導していただくことができま

す。また，そうした技術はないという方は，指導の補助をお願

いすることになります。

　そして，食事，入浴，就寝といったあらゆる場面で，先生

一人では手がまわらないことを一緒になって指導することも

求められています。
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単位：％
「青少年の体験活動等と自立に関する実態調査」
平成18年度調査　独立行政法人国立青少年教育振興機構
※これは，小学校高学年（4，5，6年生）の結果ですが，中学2年生，
高校2年生でもほぼ同様の結果が見られました。

多
い　
　
　

少
な
い

自
然
体
験

ある ない

多
い　
　
　

少
な
い

多
い　
　
　

少
な
い

ある ない

ある ない

ルールを守って行動する
といった ＜自律性＞

困った時でも前向きに取り組む
といった ＜積極性＞

困っている人がいた時に手助けをする
といった ＜協調性＞

44.7 46.8

4.8 1.0 2.7

0.9

14.222.7 50.5 11.7

13.2 49.7 9.4

2.9

24.9

単位：％

小学校

中学校

高等学校

「学習意欲に関する調査研究」平成14年度　文部科学省

■とてもやる気になる　■やる気になる
■やる気がなくなる　　■とてもやる気がなくなる　■その他

共同生活による社会性の育成
　他人と一緒に生活することで，ルールやマナーといった社会

性がはぐくまれます。

連帯感や仲間意識の向上
　クラスの仲間と寝食を共にした生活を送ることにより，連

帯感や仲間意識が高まります。

　農山漁村での民泊を取り入れた長期宿泊体験・自然体験活

動を実施した平成20年度の「農山漁村におけるふるさと生活

体験推進校」178校を対象に調査したところ，「人間関係・コミュ

ニケーション能力」，「自主性・自立心」，「マナー・モラル・心の成長」

において効果を認めることができたという結果が出ています。

　また，不登校等の問題行動にも効果が認められるなど，宿

泊体験が多様な効果を期待できる取組であることが明らかに

なっています。

　そして，2泊3日よりは，3泊4日以上の長期の活動日数を確

保することが望ましいと報告しています。

「長期集団宿泊活動」で，
より一層高まる教育効果

妙高市では，市内の全小学校が複数の学校と合同で6年生を対象に5泊6日の長期集団宿泊活動を実施しています。

「2009妙高フレンドスクール」（小学校長期集団宿泊活動の事例）

事業の
ねらい

・規則正しい生活を通して，望ましい生活リズムを確立する。
・生活体験や自然体験等の諸活動を通して，自他を大切にする心や社会性をはぐくむとともに，
  個人のコミュニケーション能力を育成する。
・自分自身の生活を振り返り，家族の一員としての自覚と自立心を養う。
・市内の全小学校6年生児童が共同生活を送ることで，中学校入学時の人間関係を円滑にする。

＜場所＞
国立妙高青少年自然の家
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　文部科学省では，小学校が行う自然体験活動を支援するため

の指導者を養成する研修会を実施しています。この研修会に参

加して，指導者に必要な知識や技術を身に付けてください。研

修会は全国の青少年教育施設等で開催しています。

　詳しくは，こちらのホームページをご覧ください。

「自然体験活動指導者養成研修」で
あなたも指導者に!
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「青少年の自然体験活動等に関する実態調査」平成17年度調査
国立オリンピック記念青少年総合センター
※nは回答者数を表す
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26 63 10 1

24 58 17

28 67 6

30 66 5
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7 40 50 2

6 38 52

8 42 49 1
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単位：％

「農山漁村での長期宿泊体験による教育効果について」 
平成21年度　文部科学省

＜児童が互いに励まし合うなど、連帯感や仲間意識が向上した。＞

＜いじめ問題や不登校問題の改善に効果が見られた。＞

2泊3日
（66校）

平均

3泊4日
（112校）

4泊5日
（61校）

2泊3日
（66校）

平均

3泊4日
（112校）

4泊5日
（61校）

■非常によく感じる　■よく感じる
■どちらとも言えない　　■あまり感じない　■全く感じない

検索http://www.niye.go.jp/ 青少年機構


